
交野市長山本 殿

平素より北陸新幹線など鉄道,運輸機構の業務につきまして格別のご高配を賜り厚く御礼申し

上げます。

さて、当機構としましては、令和元年11月に公表しました環境影響評価方法書(以下「方法

書」という。)巴その後の手続きに船いて、地下水を含む環境要素についての交野市長意見を踏

まえた大阪府知事意見をいただきながら、卑市区ルのトンネルについて地水を通さ、流れを遮

ることがないシールドエ法を採用することとしたうぇで、調査・予祖小評価の手法を定め作業を

進めてまいりました。今後、与党において京都駅・ノレート3案からの絞り込みがなされた場合に

は、環境影響評価法に基づき府知事から意見を伺うなど必要な手続きを進めたうえで、最終的に

は工事実施計画の国士交通大臣認可を経てルートが決定されることとなります。

環境影響評価の具体的な方法については、方法書第7章 7-2 調査、予測及び評価の手法

の選定並びにその選定理由偶1俳氏1 表7-2-5-(フ)環境影響評価項目に係る調査、予測

交野市内における地下水調査について
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及び評価の手法並びにその選定理由)に記載しております。

ては

を実施Lております。その結果、上記のと船りシールドエ法を採用したこと、駅部のような地下

ハ

03年に地市のご力を心、

水の流れを遮る可能性のある地下構造物が存在しないこと等を踏まえ、水戸f企や地 7kへの

はほとんどないことを内容とする環境影響評価準備書(以下「準備書」という。)を準備してい

るところです。なお、本準備書については、公表後の手続きにおいて、貴市のご意見を府へ提出

いただくことが可能な制度になっていることを申し添えます。引き続きご協力賜りますようぉ願

い申し上げます。

また、環境影響評価手続きとは別に、令和5年度より、従来、工事実施計画の認可後に地元関

係者の理解促進等を目的として行っていた調査の一部を前倒しして実施tる北陸新幹線事業推進

調査を進めております。

貴市においては、水道事業用水源の深井戸、湧水や酒蔵・蔵元等が存在L地下水への影響につ

て市内 16

いてのご関心が高いものと承知しており、いただいたご望をまえご了角を賜ればた

だちに血市内にて地水立・

窒亙'ユ、調整させていただきたいと考えております。

何卒、ご理解、ご協力を賜りますよう重ねてお願い甲し上げます。
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